
村田 けい子です
みなさんのご意見・ご要望をお寄せ下さい。フェイスブックやっています。
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春をよぶつどい
In 立科町

2月24日（日）14:00~16:30
中央公民館集会室

会費 500円 （お茶菓子代）
オープニング 沖縄の三線演奏

第一部
藤岡義英

ごあいさつ
大北森林組合の不事務など
県政の諸課題に ついて

村田桂子
取り組んできた町政の諸課題

第二部 お楽しみアトラクション
鉾木伸吉さんの絵画展同時開催決まる！
住民のみなさんの手仕事をご覧ください。

主催 日本共産党後援会 (町の未来を語る会）
☎ 村田₍56₎2868 竹花（５６）１２９８

幻
想
的
な

竹
ラ
ン
タ
ン

お食事処「花水月」の玄関先。幻想的な光で彩
られています。芦田城址地の整備のために切り
出された竹を使ったランタンオブジェ。シェフ
自ら考えたデザインで穴を空けて、お店先を
飾っています。センスの良さが光ります。芦田
商店街も、竹ランタンで飾り付けたらユニーク
で情緒豊かに彩られるのでは、とも思います。

《芦田城址の竹を活かして》

立科 竹取物語

芦田城址の整備で刈り取った竹を少し戴い
てきて、人形作家のTさんにお願いしたらすぐ
に「できたよ！」といって持ってきてくだ
さった。かわいいお雛様がちょこんと竹から
顔を出しています。そして「一緒に作ってみ
た」というものが、大きな貝のお雛様。赤い
毛氈に鎮座しています。いっぺんに春到来で
す。

2・12 茂木祐司 現町長第一声！
—御代田町長選 告示—

御代田町長選が始まり、応援に行っ
てきました。4期目を目指す茂木町長と、
新人の一騎打ちです。
御代田では住民に「はつらつ健康サ

ポーター」になってもらい予防事業に
力を入れてなんと介護保険料が12年間
で、県下で下から２番目へと引き下げ
られたそうです。
中学校でも数学と英語の塾を始めて、

子どもたちの基礎学力の向上をめざし、
図書館に司書を配置、ブックスタート
など、たくさんの事業を展開していま
す。御代田町は人口が増えている元気
な町です。学ぶものがたくさんありま
す。ぜひ4期目も町長に当選してほしい
と願っています。
御代田町のお知り合いの方らいらっ

しゃったらお声がけをお願いします。
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地域の話題

ふじおか県議とともに
佐久地域を元気にするつどい

3月3日 午後３時半 開会
佐久平交流センター
藤岡義英県議・井上哲士参議院議員
・ながせ由紀子選挙区・小林伸陽県議

団長がごあいさつ

2.11 元気な立科のお店 農ん喜村に集
合！ 『
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町内産の農産物にこだわって
作ったナツメjジャムなど

「モリンガのチカラ」注目のスー
パーフードとのこと お茶ですよ。
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何と石けんでできたブーケ、い
い香りがしてプレゼントにぴっ
たり。

糖尿病によく効くといわれている「菊
芋」が人気です。高麗人参のはちみつ漬
けは体力回復に喜ばれています。

こだわりのお店がイッパイ！
食材にこだわったり、町内産の農産

物を活用して新商品を開発していたりし
ています。またチョウザメの燻製という
超レアな商品もお目見えしていました。
今後立科町でチョウザメの養殖も始め

るそうです。アイデアと工夫で魅力的な
商品開発をしています。町内のお店も素
敵なお店がたくさんありました。

五無斎研究会もカルタ・スイー
ツ・本を販売。スイーツも完売。
カルタ2コ売れました。

2・9第24回佐久母親大会に参加

「読むこと、書くこと、行うこと」（丸岡秀子さんの碑に刻まれた言葉）

佐久地域の先人、若月俊一先生の偉業と丸岡秀子さんについて講演を
聴きました。 佐久総合病院付属小海診療所 所長 由井和也 さん

多肉植物の
寄せ植え

リンゴのドライフーズがサ
クサクしておいしかったで
す。

由井先生より「地域で健康を守ること、平和につい
て考える事」というタイトルのお話しを聞きました。
佐久の先人である若月先生が「白い巨搭」に閉じこも
るより「村で病気と闘う」ことを選んだこと、佐久病
院に演劇部を作って「志願兵」というお芝居を作って
各地を回ったのも「戦争では命や健康が守れない」こ
とを知ってもらい今の平和の貴さや戦争への道を許さ
ない思いを持ってもらおうと願ったから、とのことで
した。女性の地位向上に努力した丸岡秀子さんの本
「ひとすじの道」も紹介され、女性が行動を起こすこ
との大切さを改めて学びました。
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